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56 洪水や、2003 年（平成 15 年）8月の日高豪雨などが
その典型例である。しかしながら、最近はいわゆる「線状
降水帯」による大雨が目立っている1)､2)。近年では 2010
年 8 月の忠別川豪雨をはじめ、2014 年 8 月 24 日の礼文
島の土砂崩れで犠牲者を出した大雨、同年 9月 11 日に道
央圏に初めての大雨特別警報が発令された大雨はいずれも
「線状降水帯」によるものと言われている。2014 年 9 月
の大雨事例では地域によっては総雨量が 300mmを超え、
道内 18市町において避難勧告ないし避難準備情報が発令






1986 年 3月 北海道大学修士課程（衛生工学専攻） 修了


























































この付近では、2000 年 5月 15日（図 4右）にも地すべり
が発生している。この際は約 200,000m3 の土砂が崩落
するという大規模なものであった。
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図 1 雨量分布図
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図 5 豊平峡ダムの年および融雪期（4〜5月）最大流入量（1975〜2014)
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図 15は、2000 年と 2012 年の中山峠付近で起きた土
砂災害（地すべり）災害現場の SWI を 1時間毎に推定し、
SWI が年最大値となった日を含む 5 日間のスネーク曲線
を示したものである。図中の青色と緑色の破線は、各々
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図 14 土壌水分量指数（SWI）の模式図
図 15 中山峠地すべり災害発生危険度の評価結果
